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図１

　△ＡＢＣと点Ｐに対して，辺ＢＣ，ＣＡ，ＡＢ上

にそれぞれ点Ａ，Ｂ，Ｃを

　　　　ＢＡＰ＝ＣＡＡ

　　　　ＣＢＰ＝ＡＢＢ

　　　　ＡＣＰ＝ＢＣＣ

となるようにとるとき，直線ＡＡ，ＢＢ，ＣＣは

１点Ｐで交わる。ＰとＰを等角共役点という。

準　備

　図２のように，△ＡＢＣにおいて，辺ＢＣ，ＣＡ，ＡＢ上にそれぞれ点Ｌ，Ｍ，Ｎをとるとき，

直線ＡＬ，ＢＭ，ＣＮが１点で交わるための必要十分条件は，チェバの定理およびその逆より

Ａ

Ｂ ＣＬ

Ｍ
Ｎ

図２

　　　　



･



･



　①

である。また

　　　　



＝

△

△
＝




同様に　



＝



，　




＝




①より　



･



･



＝１　…②

証　明

　図１において
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仮定より
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したがって，直線ＡＡ，ＢＢ，ＣＣは１点Ｐで交わる。


